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食生活改善推進事業

項 目

（５）食生活改善推進員研修会　　376千円　（H24　428千円）

（６）食生活改善伝達講習会講習会開催　　　2,085千円　（H24　2,004千円）
健康づくりの知識の普及、推進を図るため、地域人材である食生活改善推進員を活用して
地域ごとに伝達講習会を開催する。
　行事報償費1,412千円、材料費673千円

食生活改善推進員のさらなるスキルアップを目的に研修会（36回）を開催する。
　講師報償費50千円、材料費326千円

単位 区分

％
目標

年度(実績)

②

食事に気をつけている市民の割
合

児童生徒ほか、一般市民を対象に、食事バランスや地産地消など、食生活改善推進協議
の協力のもと実施するとともに、その活動を通じて食育について普及啓発する。
　作業員賃金24千円、材料費77千円

①

栄養指導員を配置し、広く一般市民へ食生活の正しい知識の普及啓発や健康づくりの意
識の高揚を図り、もって生活習慣病予防や健康増進のための推進へとつなげる。
　非常勤（1名）　報酬1,817千円、共済費259千円

（２）親子の料理教室　　　　　　181千円　（H24　295千円）

目標

実績  

③

（総括表）

実績

 
目標

（４）食生活改善推進員養成事業  197千円　（H24　184千円）
年５回の講座（栄養教室）を２クール開催し、新規の食生活改善推進員を養成する。
　講師報償費20千円、材料費177千円
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当初(現計)

暮らし 健康福祉部

年度25 年度 26

（内線）

健康づくり課

補　正

担当部(機関)

25 年度

瀬川　裕子 390

食生活による健康づくり

単年度繰返

平成 25 年度 事務事業マネジメントシート 〔 事後評価 〕
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事業ｺｰﾄﾞ 事業名項

〔平成

会計

年度

食生活改善推進事業

○食育教室
○親子の料理教室
○栄養指導員相談・指導
○食生活改善推進員養成事業
○食生活改善推進員研修会
○食生活改善伝達講習会開催

（３）栄養相談・指導　　　　　2,076千円　（H24　2,010千円）

（１）食育講座　　　　　　　　　101千円　（H24　101千円）

市民参画の有無 〔 対象外 〕

幼児や児童生徒が、親と一緒に調理実習を実践し、食育を学び、家庭での健康づくりに役
立てる。
　作業員賃金49千円、材料費132千円

　食育及び食生活改善を各教室・講座等で普及啓発するとともに、地域においては研修を受けた
食生活改善推進員と行政区毎に伝達講習を行い、市民に広く普及啓発を行う。
　食生活改善推進員　1,204人

平成9年度栄養改善法改正により、栄養指導・相談が市へ移譲された。市民の健康を守りより
よい食生活を推進するため食生活改善講習会を開催。また、昭和53年国の通知に基づき、食生
活改善推進員の養成、食生活改善推進協議会事業の支援をしている。



《環境変化、意見・要望》

 公共関与の妥当性
妥当である

見直し余地がある

妥当でない

 成果の向上余地
向上余地がある

向上余地がない

《事業概要》  事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

 受益と負担の適正化余地
受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

適正である

〔 〕
共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

後援・協賛 補助・助成 委託 《総合評価》

24 25 25

24 25 25

食生活改善推進事業

年度 事務事業マネジメントシート

項

〕〔

継続して、健康づくりの普及啓発に努める。

会計 事業名

事後評価平成 25

款

政　策 保健・医療・福祉のネットワー
ク拡充で安心のまちづくり

有
効
性

食生活改善事業は、食生活改善推進員による伝達講習会を行う
行政区と推進員数が増加することにより、普及効果が高まる。
健康はなまき21プランのヘルスサポーター等との連携を図るこ
とにより、さらなる成果の向上が図られる。

目 食生活改善推進員の伝達講習会も定着している行政区も多くあり、開催要望が多い。事業ｺｰﾄﾞ

0404

目的

一般 04

施　策
みんなで進める健康づくり

健康保持増進を要望している市民のための機関、団体がないこ
とから、市が主体的に取り組んでいる。総合
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01 02 食生活改善推進事業

3-1

食生活改善伝達講習会の実施回
数

単位 区分活動指標　（上記「事業概要」に対応）

意図 広く学ぶ機会を提供し、知識と技術の普及により、健康増進を図る。

回①
215

年度(実績）

事業費のほとんどが食生活改善研修会講師謝礼であり、必要最
小限なので削減の余地はない。
研修会開催に係る人件費、研修会講師用人件費であり、削減の
余地はない。

市民協働
の形態

市民参画の有無 対象外

食生活改善講習会も全市民から募集し、講習会受講料は徴収し
ていないので公平である。

○食育教室
○親子の料理教室
○栄養指導員相談・指導
○食生活改善推進員養成事業
○食生活改善推進員研修会
○食生活改善伝達講習会開催
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性

年度(計画)
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対象 市民
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実績

年度(実績)

② 　
　　

成果指標　（上記「意図」に対応）

③

目標

 
年度(実績)

実績
　

単位 区分 年度(実績)

計画

52.0

 

52.052.0
実績

①
食事に気をつけている市民の割
合

％
目標

　
 

達成度

③
目標

51.2

目標値より高い 概ね目標値どおり
要因分析

51.5

 
②

実績

目標値より低い

（附表）

年度(計画)

食生活改善推進養成事業を実施したり、食生活改善推進員研修会の開催、食生活改善伝達講習
会を市内全域で開催している。

実績


